
 

 

最後まで自分らしい暮らしを続けられる「住まい」 

高齢者のシェアハウスほっと館 

 

今回の取材先は、江戸川区中央一丁目にある高齢者グループリビングほっと

館である。 

ほっと館はＪＲ新小岩駅からバスで５分程度の住宅地にあり、１０室の高齢

者用住戸と共用リビング、１階はコミュニティレストランとＮＰＯの事務所

がある３階建てのごく普通の建物だ。 

ほっと館は、ＮＰＯが建設し運営している。自分らしく暮らせること、地域

とのつながりを大事にできることを目指して、２００４年１２月にオープン

した。 

ＮＰＯの創設メンバーで、今も理事をやっている露木さんにインタビューを

することができた。 

 

■ほっと館はみんなでつくった住まい 

 

ほっと館には前史があると露木さんはいう。２０００年ごろ、ある人から、

地元で活動している市民団体に、５０室の社宅が空き家になったので活用し

てみないかという話があった。これはチャンスだと思い、高齢者が安心して

暮らせる住まいを創ろうと取り組んだ。しかしこのプロジェクトは頓挫して

しまう。市民団体にとっては規模が大きすぎたのだ。でも、そのときに良い

メンバーが集まった。専門家を含む仲間たちはＮＰＯ法人ほっとコミュニテ

ィえどがわを設立し、今度は自分たちで土地を見つけ、資金を集め、入居者

を募集し、ほっと館を完成させたのだという。そして、今日まで２０年間一

緒に活動をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと館の成り立ち

に関する資料を読み

込む見学隊 



ほっと館を建設するための資金はどうしたのか聞いてみた。やはり、資金集

めには苦労したという。当初、銀行からの融資は得られなかった。当時はＮ

ＰＯ法人への貸付は先例がなく、銀行にはＮＰＯ法人への融資のメニューが

なかった。そこで、自分たちで一口５万円の「ほっとゆうし」、一口１００万

円の「ほっと債」という私募債的な方法によって、友人、知人に協力を求め

た。ほっと館の建設に必要な資金約一億円のうち半分はそのようにして調達

した。クラウドファンディングはそのころはまだ無かった。このような活動

を続けていくなかで３年が経った。いろいろなことがあった。そして遂に地

元の信用金庫が融資に応じてくれた。多くの協力者がいることが信用につな

がったのではないかと露木さんはいう。資金協力者は１００人を超えていた。 

ほっと館が完成するまでのプロセスは、単なる建物の建設だけではなく、土

地探し、資金集め、入居者募集、運営体制の構築…、すべてが地域との連携

が鍵だったといえよう。ちなみに、ほっと館が建っている土地は、借地なの

だが、使用貸借で都内では考えられないような低廉な地代で借りているとい

う。一緒に頑張る仲間を引き付ける姿勢がＮＰＯ法人ならではのスタイルで

あり、強みではないかと思った。事業に大切なのは心なのだと思った。 

 

■施設でもない、自宅でもない、もう一つの住まいのかたち 

 

ほっと館は、高齢者が自分らしく暮らせる住まいである。ほっと館の住民の

年齢はかなり高齢だ。９０歳を超える人もいる。要介護度が高く自分では生

活することが難しくなっている人もいる。認知症の人もいる。取材に訪れる

前には、介護施設とどう違うのだろうか、介護を必要とする高齢者が住んで

いるなかで、自分らしく暮らせる住まいをどうやって実現しているのだろう

かという疑問があった。しかし、実際に来てみると、介護施設というよりは

明らかに住宅だった。ほっと館には生活コーディネーターという職種があり、

彼らがほっと館での高齢者の生活のサポート受け持っている。介護をするわ

けではない。見守りやちょっとした手伝い、集団で暮らしていることで起き

る問題の解決、適度に距離を保ちながらここでの暮らしをサポートしている

のだという。介護が必要な人は介護保険制度を利用してヘルパーの助けによ

り暮らしている。 

 

ほっと館ではシェアハウスのような住まい方をすることにより、個人のプラ

イバシーと生活の自由度が確保されている。さらに、他の住民と一緒に暮ら

していることで、寂しさを感じることは少ない。そして、万一の際には、生

活コーディネーターのサポートがあるため安心して暮らせる。このような住



生活システムは斬新であり、今後、高齢者がさらに増えると予想される日本

では、需要は多く、もっと増えるのではないかと思った。 

 

■多世代が一緒に住むことは可能か 
 

今後のことについて露木さんに聞くと、ほっと館には若者が一緒に住むよう

にできないかなと漠然とではあるがそんなイメージをもっているという。そ

れと、運営する方も高齢化していて、どうやってこの事業を持続していくか

が課題になっているという。持続していくには多世代居住、多世代交流によ

り循環していくことが必要なのだ。 

多世代居住については、実際に、ほっと館に「同居人」という若い人の入居

者枠が設けてあるとのことだ。夜間、ほっと館にはスタッフがいない。若い

知人が一緒に住んでいることは高齢の居住者たちにとって安心だ。 

 

ほっと館での多世代居住については、取材チームのメンバーからも意見があ

り、少し議論になった。自分らしく暮らせる住まい方を維持していくには世

代が循環していくことは必要だ。しかし若い人が住みたいと思うだろうか。

独りで入るのはきついけれども２人以上ならどうだろうか。短期間あるいは

ときどき泊まるのならＯＫかも…。正直なところ、若者がほっと館で暮らす

のは難しいと思った。まず、高齢の入居者とは生活リズムが違うだろう。コ

ミュニケーションがとれるのかという不安もある。しかし、介護職を目指す

学生など、高齢者に興味のある若者にとっては経験値を得られる最適な環境

でもある。福祉系の学校と協力するなど工夫することで発展が見込めるので

はないかと思った。解決しなければならない課題はあるが、世代を超えて一

緒に暮らせる仕組みができることはよいことだと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食堂で話を聞く見学隊 



■これからの住まいのモデルのひとつとして 

 

最後に、露木さんへのインタビューを通じて、建設プロセスや資金調達にお

いて、ＮＰＯの仲間たちの強い思いがあったからこそほっと館は生まれ、そ

の結果、高齢者にとって居心地の良い環境を提供できているとの印象を受け

た。ほっと館の注目すべき点は、介護施設とは異なりながらも高齢者に必要

なサポートを提供するシェアハウス形態ということである。プライバシーと

自由度を保ちつつ、生活コーディネーターの支援があることで、高齢者にと

っては暮らしやすい環境になっている。 

 

このような施設の需要は今後増加する可能性があり、若者の参加が新たな可

能性を切り拓くことが期待できる。ほっと館は地域への深い貢献と高齢者の

生活向上に向けた意欲的なプロジェクトであり、将来的には多くの人々に良

い影響を与えることができると確信している。 

 

■学生のコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲斐 

中村 

鶴田 

馬淵 

ほっと館は NPO 法人により運営されており、創立する際の熱意や今

後の活動について深く理解することができました。 

今回の取材を通して起業は本当に心が大事なものであるのだなと感じ

ました。自分の信念で、その信念を持った人たちと地道に活動してい

くことで時間はかかるけれども成功に繋がるものだなと感じました。 

ほっと館は高齢者の住まいでありながら、お話にもあがっていたよう

に若い世代も参加することで、運営の再構築を目指せると思いまし

た。 

新しいビジネスが生まれそうな所だと思いました。介護施設ではなく

シェアハウスのようなものでこのような場所は無いと思います。 


